
 

 

 

１ 気象経過と生育概況 

（１）気象経過（前５か年間平均値との比較） 

気温は７月第６半旬から低く推移しています。日照時間も７月第４半旬から少照傾向が続い

ています。降水量は８月第４半旬で少なかったものの、それ以降は断続的に降雨がありました。

9 月第２半旬には平年を上回る 60ｍｍ以上の降雨がありました。 

最高気温において、30℃を上回る時期はありましたが、７月２９日以降における出穂後２０

日間の平均気温で高温登熟障害の目安となる 26℃を超える期間はありませんでした。 

 
図１ ６月第１半旬～９月第２半旬の気象 （古川） ※前５か年平均値との比較。 
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（２）生育概況 

稈長・穂長はひとめぼれでは平年（直近５か年平均）よりやや長くなり、ササニシキではや

や下回りましたが概ね平年並みとなりました。穂数は平年並み、籾数はひとめぼれ・ササニシ

キとも僅かに多くなっています。㎡当たり籾数は平年並～やや多めとなっています。 

乾田直播栽培のササニシキは、稈長・穂長及び 1 穂籾数は概ね移植栽培並みとなりましたが、

㎡当たりの穂数及び籾数は移植栽培を大きく下回りました。 

移植栽培では、生育量の大きいほ場は 9 月上旬の降雨により倒伏が進んでいます。 

 
表１ 生育調査結果（出穂後 25 日調査） 

 
 

２ 適期刈取について 

【積算平均気温による判定】 

出穂期後の毎日の平均気温を積算して判定します。表 2 の品種別の積算気温において、刈取

早限は適期始期、刈取晩限は適期終期の目安となります。たとえば、「ひとめぼれ」の刈取早

限は 940℃、刈取晩限は 1,100℃です。 

出穂以降前年や平年（前 5 か年）と比較して低温傾向が続いたため、８月中旬頃までに出穂

したほ場では 940℃に到達する日数は概ね 40 日程度となりました（表３）。 

ひとめぼれやササニシキなどの中生品種のほ場では、近日中に刈取適期を迎えます。 

みやこがねもち、つや姫などの晩生品種や直播栽培のほ場で、8 月中旬以降に出穂したほ場

での刈取適期は連休明け～10 月以降に刈取適期を迎える見込みです。 

北部平坦で 7 月 29 日以降に出穂したほ場では、出穂後２０日間の平均気温が高温登熟障害

の目安となる 26℃を超えることはありませんでした。昨年と比較すると、0.3～0.6℃程度低

いため、高温登熟障害による基白粒や背白粒は減少するとみられます。一方、籾数過多や倒伏

したほ場では、未熟粒や乳白粒が増加する可能性があります。 

今後の天気で降雨が続くと、ほ場に入れず刈取が遅れ、刈取適期を過ぎる恐れがあり、刈遅

れになると、着色粒や同割粒が増加する可能性があります 

 

表２ 積算気温等による刈取適期の目安 

 
※出穂後日数は過去 30 年の平均気温からの試算 

稈長 穂長 １穂籾数 m2当穂数
m2当籾数
×100粒

GM

(前年・ 平年比) (前年・ 平年比) (前年・ 平年比) (前年・ 平年比) (前年・ 平年比) (前年・ 平年差)

5/5 7/31 94.1 18.6 64.4 522 336 31.7

( +1 ) ( +3 ) (111%) (103%) (102%) (106%) (108%) ( +2.7 )

5/10 7/31 82.9 17.6 82.2 437 359 27.7

( +3 ) ( +1 ) (96%) (93%) (101%) (98%) (99%) ( -3.3 )

5/7 7/31 88.5 18.1 73.3 480 348 30

( +2 ) ( +2 ) (104%) (98%) (102%) (102%) (104%) ( -0.3 )

4/8 8/13 83.3 17.7 67.9 308 209 31.5

( -20 ) ( +2 ) (97%) (106%) (103%) (47%) (49%) ( -5.3 )
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表３ 出穂期後の積算平均気温到達日（9/１１以降の気温が前 5 か年並で推移した場合を想定） 

 

【穂発芽粒の低減】 
穂発芽のし易さは品種によ

って異なり、「金のいぶき」、

「みやこがねもち」、「ササニ

シキ」、「つや姫」は「ひとめ

ぼれ」よりも穂発芽しやすい

特徴があります（表４）。 

また、倒伏したほ場や生育

量が多いほ場では籾周辺の湿

度が高まり、穂発芽しやすくなります（図２）。 

１か月予報では「気温が高くなる見込み」となっているため、「ひとめぼれ」などの中生品種で

刈取適期を迎えたほ場は早急に刈取るとともに、晩生品種の「みやこがねもち」や「つや姫」、直

播栽培のほ場も刈取適期内に刈取りましょう。また、「降水量が平年並みか多い見込み」となって

いるため、降雨の状態や予報を確認しながら刈取を進めましょう。 

「金のいぶき」は通常、ある程度不稔が生じますが、稔実籾が黄色であれば、穂軸が青くても早

めに刈取りましょう。 

なびきや倒伏などで、局所的に穂発芽粒が多いところは刈分けしましょう。 

 

図２ 倒伏した「ひとめぼれ」の穂発芽 

 

 

 
 

 

 

 

7/29 7/31 8/2 8/4 8/6 8/8 8/10 8/12 8/14 8/16 8/18 8/20

9/8 9/11 9/12 9/14 9/16 9/19 9/21 9/23 9/26 9/28 10/1 10/4

9/11 9/13 9/15 9/17 9/19 9/21 9/24 9/26 9/29 10/1 10/4 10/7

9/14 9/17 9/18 9/20 9/23 9/26 9/28 10/1 10/3 10/6 10/9 10/12

41 42 41 41 41 42 42 42 43 43 44 45

本年 23.7 23.8 24.2 24.7 25.1 24.8 24.4 24.1 23.9 23.7 23.3 22.2

前年 26.3 26.0 25.9 26.0 25.9 25.8 25.6 25.7 25.7 25.6 25.4 25.2

9/10 9/12 9/14 9/15 9/18 9/20 9/22 9/25 9/27 9/30 10/2 10/5

9/12 9/14 9/16 9/18 9/20 9/23 9/26 9/28 10/1 10/3 10/6 10/9

9/16 9/18 9/20 9/22 9/25 9/27 9/30 10/2 10/5 10/8 10/11 10/15

43 43 43 42 43 43 43 44 44 45 45 46

本年 22.7 22.8 23.2 23.7 24.1 23.8 23.4 23.1 23.0 22.7 22.3 21.9

前年 25.9 25.6 25.5 25.7 25.6 25.4 25.2 25.2 25.2 25.1 24.8 24.5

注1)北部平坦は古川、西部丘陵は川渡のアメダスデータ使用。　9/11までは令和8年の値、9/11以降は前5か年平均値。

注2)出穂期後の積算平均気温到達推定日は、出穂期翌日から積算平均気温が940、1000、1100℃を超えた日とした。

注3)「～940℃日数」は出穂後の積算平均気温が940℃に到達するまでの日数。
注4)「出穂後20日気温」は、出穂後20日間の日平均気温の平均値。26℃以上（太字部分）では白未熟粒の発生が増加する。
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適正な乾燥・調製に努めましょう。 

乾燥・調製のポイントは「大崎稲作

情報第７号」を参照願います。 

表４ 優良品種の穂発芽性 



◆◆◆◆◆秋の農作業安全確認運動実施中（９月１日～１１月３０日）◆◆◆◆◆ 

農業機械作業による死亡事故割合が高い状況を踏まえ、①ほ場周辺の危険箇所の確認・

改善及び危険回避行動の実践、②シートベルトとヘルメットの着用、③トラクターへの

安全フレーム・安全キャブの使用の呼びかけを行います。 

 

スローガン 【徹底しよう！農業機械の転落・防止対策】 

 

 
 

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★ 

古川農試に設置されている生育モニタリングほ場（「だて正夢」・「金のいぶき」・ 

直播栽培）や県内全体の水稲生育情報はこちらからご覧いただけます。 

＜https://www.pref.miyagi.jp/site/seikuzyoho/index.html＞  

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★ 

 

 

 

 

 
 

 

東北地方 1 か月予報 
（９月１２日から１０月１１日までの天候見通し） 

令和８年９月１０日 

仙台管区気象台発表（抜粋） 

＜予報のポイント＞ 

向こう１か月の気温は、暖かい空気に覆われやすいため高いでしょう。 

向こう１か月の降水量は、活動の活発な秋雨前線や湿った空気の影響を受けやすいため、平年並

か多いでしょう。 

 

＜予想される向こう１か月の天候＞ 
 天気は数日の周期で変わるでしょう。 

 

＜向こう１か月の気温、降水量、日照時間の各階級の確率（％）＞ 

                                      低い(少ない)  平年並  高い（多い） 

  【気   温】 東北地方        １０     ４０    ５０ 

  【降 水 量】 東北地方        ２０     ４０    ４０ 

  【日照時間】 東北地方        ４０     ３０    ３０ 

＜気温経過の各階級の確率（％）＞     低い    平年並    高い 

  １ 週 目  東北地方        １０     ４０    ５０ 

  ２ 週 目  東北地方        ２０     ４０    ４０ 

  ３～４週目  東北地方        ４０     ３０    ３０ 


